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01 02 03 04 05 
自己客観 1吉報の整 義務の遂 他者基準 CD意識
理 1 充足
1年次 74.4首 8.4弘 82.7百 73.9出 68.6目
2年次 74.1% 85.4見 72.2% 78.5% 70.3% 
3年次 87.6出 81.4出 90.3% 7.9% 76.6出
1学習内容
01 02 03 04 05 06 
横断的学習 探求的学 目標理解 主体的諜 主体的思 主体的学習 題発見 考宇IJ額 習
1年次 8.1弘 90.3出 81.7弘 74.1出 79.1出 80.8弘
2年次 86.7覧 84.2% 74.7自 75.9自 82.9見 80.4弘
3年次 76.6も 89.0弘 86.2% 86.2見 86.2% 86.9自
1 学習成果
01 02 03 04 05 06 
学び方・考え 在り方・生 課題発見 課題解決 解決への 解決への
方 き方 カ 意欲 自造性 協器指向
1年次 8.7弘 78.9首 72.6% 79ι覧 80.8% 8.0自
2年次 89.9% 81.0目 72.2出 79.6出 78.5% 87.9見























































































































































































回数 日 第 15回 9月 25日
3月 18日 構想、発表会 第 16問 10 j 2日 報告書第3稿 20枚以上
4月 10自 担当者発表(掲示) 第 17回 10月 9日
第 1回 4月 10詞 2限ガイダンス 第 18回 10 jj 16日
第2回 4月24日 第 19回 10 jj 23日 分野(ゼミ)別発表会
第3回 5月 1日 論文の書き方① 第 20回 10 jj 30日
第4回 5月 8日 論文の書き方② 第 21回 1月6日
第5潤 5月15日 第 22回 1月 13日 学年発表会
第6回 5月22日 第 23回 1月 20日 学年発表会
第7回 5月29日 発表の仕方 第 24回 12月4日 成績用個別面談
報告書最終稿提出
第8回 6月 5日 報告書第1稿5枚以上 第 25回 12月 1 日 進路研究①
第9回 6月 12日 中開発表会期開 第 26回 12月 18日 進路研究②
第 10回 6月 19日 中開発表会期開 第 27回 1月 15日 進路研究③
第 1回 6月26日 成績用個別商談 第 28回 1月 22日 成績用個別面談
第 12回 9月4日 報告書第2稿 15枚以上 2月9日 研究大会発表リハーサル
第 13罰 9月 1 日 2月 18日 研究大会発表リハーサル





























































































































































































































































































































































































































































I Wf<. /A'JW f< I年次玉任r旦 担当者
報 と口に 室信長当主
下記のとおり行いましたので，報告します。 平成 年 月 日
活動の内容 φ 成果等
?? i校長+副校長|年次主任 I HR担任 i 担当者
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